
船舶事故等調査報告書 

                                   平成２２年１２月１６日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０仙第２１号 

事故等種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成２２年３月２０日（土） ２１時４５分ごろ 

発生場所 青森県青森市青森港フェリーターミナル第２バース 

青森港沖館西防波堤灯台から真方位２１０°４９４ｍ付近 

（北緯４０°５０.７１′ 東経１４０°４３.１３′） 

事故等調査の経過  平成２２年４月９日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 ３号はやぶさ、２１０７トン 

 １３５３５３、共栄運輸株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、三級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 左舷船尾部に長さ約２.２ｍ、幅約１.２ｍの凹損 

岸壁 上部モルタル欠損及びゴムフェンダー裂傷 

 事故等の経過  本船は、船長ほか１２人が乗り組み、乗客３０人及び車両２４台を載

せ、青森港フェリーターミナル第２バース（以下「第２バース」とい

う。）に前進行きあしで接近中、強風で船尾が圧流され、舵、機関、バウ

スラスターを使用して態勢を直そうとしたが、平成２２年３月２０日２１

時４５分ごろ左舷船尾部が第２バースに衝突した。 

 車両に損傷はなかった。 

 気象・海象 本事故発生場所の南東約６km に位置する青森地方気象台による事故発生

時間帯２１時４０分～５０分の気象観測値は、次のとおりであった。 

気象：天気 曇り、風向 北西、風速 ５.５m/s～７.２m/s、最大瞬間

風速 ７.９m/s～１４.２m/s 

海象：潮汐 下げ潮の初期、波高 約３ｍ、うねり 約１ｍ 

特記事項：本事故当時、２１時３５分青森県東青地域には、暴風及び波

浪警報が発表されていた。 

船長の回答書によれば、次のとおりであった。 

風向 北北西、風速 約２０m/s 

 その他の事項 本船は、船尾が圧流された後、機関を両舷スロー後進にし、続いて、左

舵一杯、左機関半速後進、右機関微速前進、バウスラスターを左へ全力と

して態勢を直そうとしたが、約１分で第２バースに衝突した。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

本船は、青森港の第２バースに接近中、風で船

尾が圧流され、バースに衝突したものと考えられ

る。 

原因  本事故は、暴風及び波浪警報が発表されている状況下、本船が、青森港



の第２バースに接近中、風で船尾が圧流されたため、同バースに衝突した

ことにより発生したものと考えられる。 

 

 




